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｢分離技術シリーズ｣ の継続刊行に当たって

研究開発とは，新しい原理や現象を発見することばかりではなく，原理・現

象は既知であっても新しい方法を案出するとか，あるいは新しい組み合わせを

創案することによって，新しい技術，商品，品質，機能，用途，方法等々を創

出することである．

本会は主に化学品の製造に関わる分離技術を包括的に扱う専門の学会である

が，研究者・技術者を糾合して正に関連分野の研究・開発の進展を目指し，急

激な変化に対応しようと心がけている．

すでに何冊か刊行された本シリーズのなかには，本会会誌 ｢分離技術｣ 誌に

掲載された論文によっているものもある．しかし，論文に記載された技術を取

捨選択し，それらの組み合わせを考えて執筆されたものであるから，上述の視

点から成書としての価値は高いといえるであろう．

さて，最近あらたな構想のもとに，本委員会よりいろいろな分野の権威者に

執筆を依頼し，本シリーズに書き下ろしの著作物が加えられることになったの

は誠に慶賀に堪えない次第である．分離技術の益々の発展に寄与することは勿

論，読者諸兄姉に研鑽のお役に立つものと信じている．

分離技術シリーズ出版委員会

委員長 小 島 博 光



は じ め に

日本で超臨界流体の研究開発が始まってから 30 年ほど過ぎ，抽出溶媒とし

ての超臨界二酸化炭素に始まり，環境負荷低減に寄与できる反応溶媒であると

の認識に基づく超臨界水および超臨界アルコールの利用，そしてナノ構造体の

材料調製媒体などとして超臨界流体が注目されてきた．これまでに多くのプロ

セスが実用化されてきており，近年のアジアでの実用化は眼を見張るものがあ

る．超臨界領域のみならず，臨界点以下の亜臨界状態の液体や気体も反応場，

分離溶媒として有用であることが示されてきている一方，臨界点を遥かに超え

た高圧の超臨界流体の利用も始まっている．

しかしながら，超臨界流体は高圧あるいは高温高圧の流体ということもあっ

て，特殊な流体としてみなされる傾向があり，それぞれの利用分野で開発され

た技術は必ずしも，汎用性のある技術として工学的見地から技術基盤が構築さ

れていないのが現状である．

本書では，超臨界流体技術の工業的利用の観点から，応用分野の学際的な係

わりを示したのち，化学工学的技術基盤に基づくプロセス基本設計指針を明示

する．

第 1 章では，超臨界流体の特性を他の流体(液体，気体)と対比して示した後，

特に二酸化炭素および水などの汎用的に超臨界流体として扱われる物質につい

て，それらの特徴について示した．

第 2 章では，超臨界流体利用技術実用化概要として，実用化開発の歴史につ

いて述べた後，超臨界流体の利用技術を溶媒機能の観点から体系的に説明した．

第 3 章では，抽出溶媒としての超臨界流体の適用として，超臨界二酸化炭素

抽出および高温高圧水抽出技術について示した後，最近の動向としてのグリー

ン溶媒抽出プラットフォーム構想について示した．

第 4 章では，材料形態制御溶媒としての超臨界流体の適用として，非凝縮性

の利用，溶解度制御性の利用および低粘性，高拡散性，高浸透性の利用などに

ついて，最近の開発事例などを概説した．



第 5 章では，反応溶媒としての超臨界流体の適用として，亜臨界，超臨界水

(高温高圧水)による酸化分解，加水分解，バイオマス処理およびバイオディー

ゼル燃料製造などについて，実用例などを含めて概説した．

第 6 章では，超臨界流体プロセスを実用化するに際して，最も重要な基本計

画および基本設計について概説した後，実用化のための基本技術情報を提供す

る基礎実験について，条件設定および装置検討方法について説明した．

2012 年 2 月

福 里  一

後 藤 元 信
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